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長　岩 寛
第一章　ノーマンコンクェストから「ドームズデイ　ブック」まで
1．ウォールター・スコットの「アイヴァンホー」
　Ten　sixty－six（1066）……これはイギリスの歴史の中でもっとも記憶すべき
年である。そして，その年，10月14日のヘイスティングズの戦い，さらにその
後のノーマン　コンクエストがイギリスの歴史の大きな転回点となった，とす
ることについては，だれも異存はないであろう……とイギリスについての多く
の本がこう書いている。
　イギリスが混合民族の国家である，とよくいわれる。その人種的混合はこの
ノルマンの征服をもって，ほぼ終わると考えていいだろう。しかし，この征服
は人種的混合というよりは，「社会的，文化的変革」であることがしばしば指
摘される。
　この点について，そのよき説明として，W．スコットの『アイヴァンホー』
（lvanhoe，1819）がとりあげられることが多い。私もその例に倣おう。
　この小説が物語る時代は，リチャードー世（獅子心王）の時代（1189－99）
であるから，ウイリアムー世（1066－87），ウイリアムニ世（1087－1100），ヘ
ンリー一世（1100－35），スティーブン（1135－54），ヘンリー二世（1154－89）
と5人の国王を経て，100年以上の年が経過している。もちろん，作者スコッ
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ト自身もこの作品がフィクションであることを認めてはいるけれども，この間
のノルマン貴族とサクソン人との関係，当時のイギリスの社会，さらにはアン
グロ・サクソン語とノルマンフレンチとの融合の有様を説明するには好個の例
だと思われる。少し長くなるが，引用してみよう。
　こういう貴族の圧制を増長させ，下層の階級の苦労を増す事になった一つの
事情は，ノルマンディ公のイングランド征服が生んだいろいろの結果からおこ
っていた。あれから世代は4代もたっていた。しかし，ノルマン人とアング
ロ・サクソン人の血は敵対しあっていて，まだまじり合ってはいなかった。共
通のことば，お互いの利益，これで敵視する二つの民族を統合するまでになっ
ていなかった。……ヘイスティングズの戦争の結果，権力はまったくノルマン
の貴族の手におさまり，しかも歴史の示す通り，この貴族はこの権力を使うの
に，なんの容赦もしなかった。（『アイヴァンホー』菊地武一訳岩波文庫pの
　更にスコットは，貴族の城ではノルマン系のフランス語だけがしゃべられ，
「もっとも男らしい，もっとも表現力もあるアングロ・サクソン語は田夫野人
のことばだとして，捨てられたが（the　far　more　manly　expressive　Anglo－Saxon
was　abandoned　to　the　use　of　rustics　and　hinds－・・）サクソン人はほかのことばは
知らなかった」のである。しかし，領主と領地を耕す下層民とは話をしないわ
けにはいかない。合いの子の言葉が必要になってきた。ここから，今日の英語
の構造が一歩一歩生まれてきた……これは一般読者のためにまずいっておかね
ばならない，という主旨のことを作者はわざわざことわっている。
　また，言葉のことで興味深いのはつぎの一節である。豚飼いガースと農奴の
ウオンバ（道化師）との会話である。二人の言葉はアングロ・サクソン語とな
っている。
ウオンバ「はてさて，お前さま，この4足で走りまわり，ぶうぶううなるけだ
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ものをなんといいなさるのじゃ」
ガース「豚，スワインじゃ，あほう。そんなことどんなあほうでも知っとるわ
い」
「そのスワイン（豚）は立派なサクソン語じゃ。したが，その牝豚が皮をむか
れて，はらわたをぬかれて，四つ裂きにされ，踵をしばってつるされ，まるで
謀反人のような目にあわされたときには，お前さまそれをなんといいなさ
る？」
「ポークだね」
「・…・・でそのポークというのは立派なノルマン・フランス語のようでござんす
ね。このけだものは生きてサクソン人奴隷の世話になっている間は，サクソン
の名前でとおりまする。それがお城の広間に召し出され，お偉いさまのごちそ
うのお仲間になるだんになると，それ，ノルマン人になってポークという名前
になりまする。ガースどの，これなんと思し召します，へっ？」
「ウオンバどん，どうしてそのあほうの頭で考えついたかしらんが，なるほど
これはもっとも道理じゃな」（同上書p．15）
　「まだござる」とウオンバはつづける。swine→pork，　ox→beef，　calf→
veau，更に，これは小説にはないのだが，　sheep→muttonを加えると，も
っとはっきりするかもしれない。こうして二人は「一番太ったものは，あいっ
らの膳にのぼり，一番かわいらしいものはあいつらの寝床にゆき，一番よい
男，一番度胸のあるものはよその主人の兵隊となって，遠い国の土地はそいっ
らの骨で白くなる……もうこの辺りには不仕合わせなサクソン人を守ってくれ
る人はいない」とわが身の不運を嘆くのである。「よその主人の兵隊」，言語の
問題については後で詳しくふれることにして，ノーマン　コンクェストについ
て語らねばならない。
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2．ノーマン　コンクェストはなぜおこったのか
　この“England’s　first　entry　into　Europe”（イングランドがはじめてヨーロッパ
に加わった）といわれる大事件は突如として起こったものではない。また後の
世代になって，ナポレオンやヒットラーが考えたような単なる侵略行為でもな
い。
　イングランドとノルマンディとの関係はこれより先，1002年，ノルマンディ
公のリチャードー世の娘，エマ（Emma，これがウィリアムの先祖にあたる）とイ
ングランド王，エセルレッドニ世（Ethelred，976－1016）との結婚にはじまるの
であるが，結びつきといえば，こればかりではない。エセルレッドニ世登場の
前に，ヴァイキングのイングランド侵入および西ヨーロッパ遠征などを考えて
みなければならない。ヴァイキングはイングランドではデーン人と呼ばれ，ス
カンディナヴィア半島からデンマーク方面にいたゲルマン人である。そして，
793年6月イングランドの東岸リンディスファーン（Lindisfarne）修道院の襲
撃がイングランドにおけるヴァイキング時代の幕開けである。
　「この年，恐ろしい前兆がノーサンブリア地方に現れ，住民を恐怖のどん底
に突き落とした。はげしい雷鳴と稲妻，火を吐く竜が空を飛んだ。そしてすぐ
その後に，大飢饅が続いた。さらにその年，異教徒の略奪と殺裁により，リン
ディスファーンの神の教会はまさに壊滅した」（The　A　nglO－Sexon　Chronicle，
Dent，　pp．54－56）と『アングロ・サクソン年代記』は記している。
　このヴァイキングが本格的に遠征を開始し，西ヨーロッパを攻撃しはじめる
のは834年のことである。当然ノルマンディもその例外ではない。
　一方，イングランドでは，アルフレッド大王（871－899）はアングロ・サク
ソンの力を結集してヴァイキングとたたかう。はじめのうちは敗北もあった
が，ようやく勝利をおさめるようになる。しかし，10世紀末になって，再び，
三度び，かれらの攻撃ははげしくなった。ときの国王，エセルレッドはしばし
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ば宥和金（デーンゲルト）をはらってしのいでいたが，ついに1016年，デンマ
ークの王子カヌート（Canute）はイングランドの大半を占領し，エセルレッド
はノルマンディに亡命，カヌートがイングランドの王位につく。彼は善政をし
いて，人民の支持をえたが，こどもたちは無能であったので，デーン王朝は約
20年で終わる。
　エセルレッドの子で母の出身地であるノルマンディに亡命していたエドワー
ドが帰国し，アングロ・サクソン王朝を復興する。エドワード聖証王（Edward
the　Confessor，1042－66）である。彼はウエストミンスター寺院を建てるなど
信仰あつい人だったが，政治的には無能といってもよかった。またノルマンデ
ィでの生活が長かったので，生活様式もノルマン的，言葉もフランス語であっ
た。その上，ノルマン系の臣下を重用したので，イングランドの貴族たちの反
感を買うことになった。エドワードは歳をとっても嗣子がなく，王位をめぐっ
ての争いは避けられない状況であった。
　まず国王の義弟（王妃の弟）にあたるウェセックス伯のハロルド（Harold），
っぎにエドワードと従兄弟の関係にあたるノルマンディ公ギョーム（Guil－
laume／ウィリアム），そしてもう一人がノーウェイ王（1047即位）のハーラル
（Hardrada）である。彼もまたカヌート王の後継者をもって任じ，豊かな国，
イングランドの王位をねらっていた。
　1066年1月6日，エドワード王がなくなると，イングランドの賢人会議
（Witan，国王の顧問にあたる貴族）はいち早くハロルドを後継者に選んだ。王
は死の寸前に，「その領土を高位の人，ハロルドにまかせた。かれは常に忠実
に言葉と行為でその命に従い，何事もおろそかにしなかった」と『年代記』は
書いている。葬儀と戴冠が同時に行われたわけである。事態は急を告げてい
た。果たして，ハーラルはヴァイキングの水軍を率いてヨークのに侵入してき
た（9月20日）。
　ノーマン　コンクェストを語るとき，『アングロ・サクソン年代記』となら
ぶもう一つの重要資料は「バユーのタペストリー」（Bayeux　Tapestry）であ
　　　　　　　　　　　　　　　一83一
る。この絵巻物はハロルドがエドワード王から何ちかの使命をうけて，ノルマ
ンディにむかうところから始まり，ヘイスティングズの戦いで終わっている。
この陣命がギョームをエドワードの後継者とする約束であるという明確な証拠
はないのであるが，ギョームへのハロルドの宣誓やその他のことから，そう判
断することができる。だがこれはなんといっても，ノルマン側の資料である。
　ともかくギョームはエドワードから後継者としての約束を得ているつもりで
あった。いまやハロルドの行為は言語道断の偽証である。
3．ヘイスティングズの戦い
　「1066年，ハロルド王は国王の死のクリスマスのあとのイースターに（つま
り，1年はクリスマスにはじまった）ヨークからウエストミンスターにきた。イ
ースターは4月16日である。この時，イングランド中に，かって見たこともな『
いような重大事の予兆が天空にあった。その星は彗星で，「ながく尾をひく星」
と呼ぶ者もある。それはLetania　minor（the　Greater　Litany，大連梼）の前夜，
4月24日に現れ，その週，毎晩輝いていた」と『年代記』は書いているが，同
じことが「タペストリー」にも描かれているのである。
　王の埋葬の場面とハロルドの戴冠につづく場面（no．27またはno．32，本によ
って場面の分け方がことなる），人々が空を指し示し，占星術師がハロルドに何
かを告げている。恐らく不幸の前兆だと言うのであろう。そのハロルドの足下
にみえる何艘かの船の絵は，不思議にかすんで見える。それは明らかに，ハロ
ル．ドが心に描いたノルマンの軍船の幻影なのだ。ハレー彗星が望見されたのは
2月，そして人を驚かせるほどの明るさになったのは3月か4月のことであ
る。そして場面は，ハロルド戴冠の知らせがギョームのところへとどく場面へ
っつく。
　この知らせをうけ，ギョームはイングランドへ侵攻すべく兵を集める。その
数，約6，000，そのうち1，500は練達，熟練の騎兵であった。また航海に備えて
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の造船の様子，あらゆる種類の武器，武具，そしてワイン，水，小麦粉の袋，
など描写は詳細を極めている。特に注目すべきは，たくさんの馬を積みこんだ
ことで，これはローマ人はもちろん，アングロ・サクソン人，ヴァイキングも
できなかったことである。ギョームのあつめた兵隊の半分以上は多額の報酬を
約束して，近隣の諸国から集めたものである。
　さてギョームは9月12日，ディープ（Dives）河口を出発するが，風向きが
悪くサン・ヴァレリー（St　Valery）に漂着する。そこで約2週間待機をせまら
れる。
　一方，北方では9月20日，例のハーラルがヨークを攻撃してくる。ハロルド
は北上すべきか，南下すべきか，大いに迷うのである。結局北のほうが急を告
げている。彼は北へ向かい，スタンフォード　ブリッヂ（Stamford　Bridge）で
ハーラルの大軍を鐵滅する。
　ギョームは9月27日，無防備のペヴェンジー（Pevensey）に上陸する。そし
てヘイスティングズへ移動し，そこに砦を築く。10月1日，その知らせを聞い
たハロルドは休息する暇もなく，翌2日ヨークから190マイルのロンドンにと
ってかえし，6日に到着，そこで新たに兵を集めて，再び5，60マイルのヘイス
ティングズにむかった。ハロルドの兵は約9，000，だが間に合わせの軽装備で
あった。ギョームの軍隊は「タペストリー」の描くとおり，重装備の，しかも
かなりの数の騎兵隊であった。その上，教皇旗（正に当時の国連旗）をおした
ていた。ギョームは今や39歳，しかも過去に赫赫たる戦果の持主であった。彼
の軍隊は，当時ヨーロッパでは最強のものと思われた。1066年10月14日土曜日
の夜明け，ヘイスティングズの北西4マイルのセンラックの丘（Senlac　Hill，
Battle）で戦いははじまった。
　北方でのヴァイキングとの戦いではあれほど雄弁であった『年代記』がヘイ
スティングズの戦いについては実に寡黙なのである。
　「ウィリアム公はミカエルマス（9月28日）にノルマンディからペヴェンジ
ーにやってきた。兵士が任務につく準備が整うと，ヘイスティングズにすぐさ
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ま砦を構築した。（注1，図1）ハロルド王はこれを聞いて，大軍を集め，彼を
迎え撃つために，大きな灰白色の木のところにやってきた。ウィリアムはハロ
ルドの軍がまだ十分防備態勢にはいらないうちにこれを急襲した。王はかれを
まもることをのぞむ兵士たちとともに，決然としてこれを迎え撃った。両軍の
問には，多数の殺裁が行われた。ハロルド王も殺害され，弟のレイオフワイン
（Leofwine），その弟のガース伯（Gyrth）も多くの勇士たちとともに討ち死に
した」とだけである。イングランド側の資料としてこれは仕方のないことなの
だろうか。
　当然，「タペストリー」は雄弁である。No．34の場面（No．はすべてPhaidon
版）で，いよいよ，ウィリアムを先頭にノルマンの特別攻撃隊が出発する。ウ
ィリアムは戦闘の場面を通じて槌矛（mace）をもっているのですぐ見分けら
れる。時は1066年10月14日である。
　ウィリアムの斥候がハロルド軍発見の知らせをもたらす図のすぐ右側にハロ
ルドの斥候がでてくる。「タペストリー」にはじめて姿をみせるサクソン兵で
ある。ハロルドはじめサクソンの兵は大抵口ひげを生やしている。さて，槌矛
をもったウィリアムが兵士を励ます場面となり，戦闘の有様が力強く描かれ
る。
　丘の上に見事に並べられた盾の壁を築くサクソンの兵士たちの姿，これを攻
撃する槍をかかえたノルマンの騎兵隊。ここで，サクソン軍は反撃に出る。そ
して，ウィリアムがやられたといううわさが流れる。ウィリアムの異父弟のオ
ドー司祭（Bishop　Odo）は矛をかかげて若者を励まし，ウィリアムが「ここに
あり」とそれに応える場面はまさに映画のひとシーンをみる思いである。
　さて，問題は最後のハロルドの死の場面である（図2）。多くの資料がハロ
ルドは目を矢で射貫かれて倒れたと書いている。それは図2の左の人物であ
る。しかし“Harold　the　king　is　killed，”を意味するラテン語はあきらかに右側
の騎兵の剣によって倒され，デーン人の斧を手放した人物の真上にある。この
ふたりの人物はおなじハロルドであるという見方もありうる。しかし盾の上の
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矢や装備などから別の人物のようにも思われる。ともかくハロルドは戦死，イ
ングランド軍は敗走する。ここで「バユーのタペストリー」はおわっている。
　まる一日の戦いであった。ハロルドの在位はわずか10か月に過ぎなかった。
かれの遺体はウィリアムの命により海岸の砂浜に埋葬されたが，ハロルドの母
親の懇請によりロンドン北東部のウォルサム　アベイ（Waltham　Abbey）に移
されたとされている。
　ウィリアムはこの戦いに勝つことがあれば，その記念に寺院を献堂すると約
束していた。それゆえにセンラックの丘のもっとも高いところ，ハロルドを倒
したその場所に寺院を建てることを命じた。実際にそれが献堂されたのは1094
年，王の死後であった。今日，丘の上にバトル寺院が建っているが，むかしの
ものは何も残っていない。ただそれを示す場所に，フランス語で書かれたハロ
ルドの石碑がたっている。今日のセンラックの丘はなだらかな草原である。当
時の森はいまはない。
　手元にヘイスティングズの戦いの模型の写真がある。バトルの寺院で展示さ
れているものを写したものである。丘の上に森を背景にしてハロルドの軍が3
重の横隊で並んでいる。その左手の大きな「灰白色のリンゴの木」（grey　apple
tree）がみられる。サクソン側からみたものである。「この二つの攻撃は（北と
南からの）ほとんど同時の侵入であた。それはスカンディナヴィアとラテン系
ヨーロッパとの問の，イングランドという獲物をめぐる長い競争の劇的な最高
潮であった」とトレヴェリアンは書いている。
4．「アングロ・サクソン年代記」と「バユーのタペストリー」
　現在6種の写本が残っているが，いずれもアルフレッド大王の時代，880年
頃から編集されはじめられている。ウインチェスター，カンタベリー，ピータ
バラ，その他の修道院で別々につくられたものだと推定されている。内容的に
は5世紀頃からはじまり，ヘンリー二世の1154年に終わっている。はじめの部
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分には大王自ら執筆したものもあるといわれている。興味深いのは，ヴァイキ
ングとの戦いの有様や，ノルマンの征服以後の記述である。中期英語の早い時
期の文献として英語学史上貴重なものである。
　「バユーのタペストリー」については，いつ，どこで製作されたのか，につ
いては定説はないのだが，恐らくウィリアムの異父弟のオドー司祭の新しいバ
ユーの大寺院を飾るために（1077），イングランドで，それもカンタベリーで
つくられたとされている。当時そこに刺繍のための学校があったこと，説明の
ラテンの文字がイギリス的になっているものがあるなど，フランス側の，ウィ
リアムの王妃マティルダ（Matilda）の手になるものという説明よりも根拠が
ある。
　「タペストリー」についての記述が最初に出てくるのは1476年，バユーの聖
堂の財産目録においてである。そしてそのスケッチが現われるのはなんと1724
年になってである。その後，この絵巻物はいろいろの数奇な運命をたどること
になる。
　1803年，ナポレオンの命によってパリにもって行かれて展示される。第二次
大戦中は一時ドイツ軍に押さえられるが，1944年連合軍によって，パリのルー
ブルの地下に収納され，1945年バユーに戻された。
　「タペストリー」は長さ70．34メーター，高さ50センチ，麻の布地の上に8色
のウールの糸で刺繍されたもので，厳密にいえばタペストリーとはいえない。
8枚の種々の長さの麻の布地をっなぎ合わせてあり，最後の1枚が欠けてい
る。場面は55のシーン（フランス版は大抵58）からなっている。ハロルドのフ
ラ．ンス訪問にはじまり，ギョームへの宣誓，帰国，エドワード王の死，ノルマ
ン軍の出発，イングランド上陸，センラックの丘の激戦，ハロルドの戦死な
ど，ヘイスティグズの戦いの様子をありありと描いて見事であるが，そればか
りでなく，当時の服装，武具，武器，軍船，築城の方法など史料としても秀れ
たものである。人物625，馬190，犬35，その他の動物506，軍船37，建物33，
木，森37，など史料としてでなく，秀れた芸術品として観ることもできる。
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　（注1，ある資料はこれについて，「かれは組立式の砦をもってきていた。海峡の
向うで当時流行していたもの」“ready　to　speedily　errected　prefab　fortress　he
brought　with　him…Yes，　prefab！”と説明している）
5．「ドームズデイ　ブック」まで
　ウィリアムはヘイスティングズにあまり長くは滞在しなかった。自ら築いた
木造の城（タペストリーに見られるような）に留まり，サクソン人の反撃を待っ
た。しかしそれはなかった。彼はロンドンにむかった。まずドーバーからカン
タベリーへ。そこで病気になって約ひと月逗留せねばならなかった。これはイ
ングランド側にとっては力を盛り返す好機であったが，結局何事も起こらなか
った。ウィリアムは直接ロンドンを攻撃せず，迂回して，ロンドン北西のバー
カムステッド（Birkhamsted）で「ウィリアムをイングランドの国王とする」
と認めるサクソンの貴族たちの出迎えをうけた。ウィリアムはロンドンに向か
い，直接市内ではなく（つまり城郭内ではなく）ウェストミンスターで戴冠し
た。1066年のクリスマスのことである。ウェストミンスター寺院は，1065年エ
ドワード王によって献堂されたばかりであり，またハロルドもここで戴冠した
のである。以後1000年，ほとんどの国王の戴冠式がここで行われることにな
る。
　このとき大騒動があったことが記録されている。偽りの反乱の知らせで，ウ
ィリアムの部下たちはまわりの民家に火をはなったのである。実はサクソン人
たちがウィリアムの戴冠を迎える歓声だった。
　ロンドンは当時イングランドにおいてもっとも豊かな都市であるだけでな
く，その市民軍はヴァイキングとの戦闘でも訓練されており，ウイリア4もあ
えてこれを攻撃することは避けた。彼は市中にいくつかの砦を建築するまで，
ロンドン市民ににらみをきかすために，ローマの城壁の西側，ラドゲイト
（Ludgate）の南と，東側の，城壁とテムズ河に接するところに砦を築いた。こ
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の東側の砦がロンドン塔のホワイト　タワーであり，その後200年間拡張され
て，今日みるようなロンドン塔になったのである。
　こうしてウィリアム王は徐々にイングランドを征服していくわけであるが，
イングランドはノルマンディにくらべてはるかに大きい国である。確かにいく
つかの反乱があった。1067年，ハロルドの母と息子たちによるエクセター
（Exeter）での反乱，ヨークを中心とするノーサンブリアの反乱にたいしては，
徹底的に武力を用い，町を焼き払い，殺鐵を行い，容赦しなかった。ダラム
（Durham）からヨークまで一戸も残らず焼払われ，完全に復興するのに17年か
かったという。最後の，そして有名な反乱は1070年のイーリ（Ely）の沼沢地
におけるヘレウォード（Hereward）の反乱であろう。そこは’Isle　of　Ely’の名
のとおり，当時はまわりを水に囲まれた文字通り島であった。その地の土民軍
にとっては格好の隠れ家であり，食料も豊富であった。土民軍はしばしばゲリ
ラ活動をおこないウィリアムの軍を悩ましたが，結局ヘレウォード軍のなかか
ら裏切り者が出て，島への秘密の通路を教えたのである。ヘレウォードは逃走
するが，その後のことはわからない。かれは半ば伝説的人物である。いくつか
の作品に書かれているが，C．キングズリー（Charles　Kingsley）のHereward
the　Wake（1866）が有名だろうか。
　ともかく，ウィリアムは1069年から2，3年間の北部のアングロ・サクソン
人の反乱を鎮圧すると，その有力貴族の所領を奪って自分の部下の家臣たち，
つまりノルマン系の騎士や高位の聖職者にそれを与えた。つまり反乱の度毎に
土地が奪われ，結局4000人のアングロ・サクソンの地主が，200人のノルマン
の地主にとって代わられることになったのである。
　ウィリアムは土地を与える相手にたいして，王が要請するときに一定数（5
名またはその倍数）の騎士をひきいて王のところに馳せ参じることを求めた。
ここに土地の給与にたいして，臣従と奉仕（軍役）という封建制度が誕生した
のである。そして王からの直接受封者（tenant・in－chief），そのうちの有力者を
諸侯（baron）とよんだ。諸侯はさらにその土地を細分して騎士たちに分け与
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え，王が諸侯と結んだのと同じような関係を結んだ。このような制度はウィリ
アムによって，イングランドではじめておこなわれたわけではない。イングラ
ンドでは1000年頃までには，州（shire）の組織・制度がかなりすすんでいた。
そしてこの州の組織は1974年，州（county）の組織が再編されるまで，あまり
大きな変更もなくつづいたのである。ただしこの州組織はかならずしも軍役を
ともなったものでもなかった。
6．「ドームズデイ　ブック」の成立
　ウィリアム晩年のイングランドにおける地位は，まったく安泰であったとい
うわけでは勿論ない。特に1085年，デンマークのカヌート王（Canute）とデン
マークのオラフ王（01af）は合同で大艦隊を集めて，イングランド侵入の機を
うかがっていた。この侵攻は結局実現しなかったが，ウィリアム王にとって
は，こうした大きな作戦の費用をまかなうためには，イングランドにおける土
地のさらに正確な情報を得て，租税（Danegelt）のための資料とする必要があ
った。そのためにウィリアムが行った二つのことは，「ドームズデイ」の調査
とソールズベリーの誓いである。1086年，イングランド南西部のソールズベリ
ーの平原（Salisbury　Plain）に直接受封者だけでなく，多少とも土地を受領し
ている家臣のすべてを集めて，彼に対する忠誠の誓いをたてさせたのである。
その後，歴代の国王に対して同じような宣誓が行われ，これによって，国民は
すべて，まず国王への忠誠を誓い，次に領主に忠誠を，というイギリス型の封
建制が成長していくのである。
　一方，「ドームズデイ」であるが，これは『年代記』の筆者に語ってもらう
ことにしよう。ウィリアム王は1085年のクリスマスにグロースターで諸侯とい
ろいろ話合いをした。
……､はこの国の国土について，たいへんな配慮を払い徹底的な議論を行っ
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た。人民はどのように住んでいるか。それはどのような人々か。それから王は
その部下をイングランドの中のすべての州（shire）に派遣して，それぞれの州
に何百ハイド（1家族を支えるだけの土地，40～120エーカー）の土地があるか，
この国のどれだけの土地と家畜を国王自身が所有しているか，どれほどの年間
地租が各州から得られるか，を記録させた。また，大司教，司教，修道院，諸
侯がどれくらいの土地を所有しているか……いささか詳しくなりすぎるが……
地主であるものが，何をどれくらい土地または家畜のかたちで持っているか，
またそれがどれくらいの価値があるのか，を調べさせたのである。※彼はこの
調査をあまりにも徹底的に行わしめたので，1ハイドの土地も，1ヴァーゲイ
ト（4分の1ハイド）の土地も……こんなことを記録するのは恥ずかしいこと
なのだが，しかし彼にとっては恥ずべきことには思えないだろうが……一頭の
雄牛も，一頭の雌牛も，一匹の豚もこの調査から逃れ得たものはなかった。そ
してこの調査のすべては彼のところへ，そっくりもたらされたのである。
（※So　very　thoroughly　did　he　have　the　inquiry　carried　out　that　there　was　not　a
single’hide’，　not　one　virgate　of　land，　not　even……it　is　shameful　to　record　it，　but　it
did　not　seem　shameful　to　him　to　do……not　even　one　ox，　nor　one．cow，　nor　one　pig
which　escaped　notice　in　his　survey．）（p．216）
　「こんなことを記録するの恥ずかしい……」という挿入の言葉に，支配され
ているアングロ・サクソン人の嘆きの声が聞こえるようである。
　「ドームズデイ　ブック」は二巻からなる。大きい方を，Great　Domesday
（2つ折り本，362ページ）といい，イングランドの北部，ノーサンバーランド
など，いくつかの州を除くイングランドのほとんどの州の調査の結果が羊皮紙
にラテン語で書かれている。それぞれの州の報告は，まず国王の領土，それか
ら直接受封者つまり大司教，司教，教会，世俗の有力者，小地主の順である。
この報告書作成のために巡回団が組織された。たとえばあるグループは，司教
とその書記，あと僧2名，世俗の重要人物3名といった具合である。巡回団か
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らの報告はウインチェスターにもたらされる。そこで一人の筆記者がそれをま
とめて「ドームズデイ　ブック」に記載する。
　その報告（質問の）の内容は，まず，領地（manor）の名前，エドワード王
の時代にはだれが所有していたか，いまだれが所有しているか，その広さは，
何人の人間が住んでいるか。農奴の数は，森林の広さは，牧草地の広さは，養
魚場の数は，家畜の数は……などである。
　このようにしてウィリアム王はわずか2年足らずのうちに，自分の国土のい
ままでに例のない，いや，近年までにも例のないような詳細を極めた土地台帳
を作成させたのである。これは勿論徴税のためのものであることは，いうまで
もないが，それをこえて政治的にも重大な意味をもっていた。これによって王
は臣下の力を完全に掌握し，王にたいする反逆の可能性を徹底的に抹殺し，絶
大な王の権威と権力を頂点に，きわめて集権性の強い制度をつくりあげたので
ある。Domesday　Bookの’dom’はアングロ・サクソン語の「最後の審判」を
意味する。アングロ・サクソン人にとっては「最後の審判的運命の書」であっ
た。
　Little　Domesday（4っ折本，450ページ）のほうはGreat　Domesdayに記載
されていないイングランド東部，エセックス，ノーフォーク，サフォークの調
査からなっている。これは一人の筆記者の手になるものではない。とくにこの
地方は人口が多く，国王の死（1087）によって，調査は打ち切られるので，そ
れまでに間にあわなかったものがいくつか集められたと考えられる。「ドーム
ズデイ　ブック」二巻はそっくりそのまま，国立公文書館（Public　Record
Office）に保存されている。
　こうしてウィリアムはイングランドの征服には成功したものの，本国のノル
マンディーの統治には手を焼いていた。ノルマンディーを託された長男のロベ
ール（Robert）は2度にわたって父に反抗し，さらに，1087年フランス王フィ
リップ（Phillip）がノルマンディーに侵入してきて，その時の戦いでうけた傷
がもとで9月9日，ルーアン（ROuen）で他界し，自ら寄進したカーン
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（Caen）の聖堂に葬られた。
7．ノーマン　コンクェストのもつ意味
　ノーマン　コンクェストはいうまでもなく，フランスに本拠をもつ封建貴族
たちのイングランド征服である。フランス北西部の貴族社会が海をこえて，イ
ングランドに拡大し，さらにそれがウエールズ，アイルランド，そしてスコッ
トランドにも拡張していったということである。そうして，徐々に北フランス
の文化圏のなかに組み込まれていくのである。言葉をかえていえば，ゲルマン
的，ヴァイキング的社会がノルマン的，北フランス的社会に変化していくこと
を意味するのである。
　それはまず具体的にはおびただしいフランス語の流入であった。本章はじめ
の『アイヴァンホー』の引用からもわかるように，ノルマンディーの北フラン
スの言語がアングロ・サクソン語にかわってイングランド貴族社会の言葉とな
ったのである。アングロ・サクソン語は無知の農民の言葉としてさげすまれ，
書かれる言語あることすらほとんどやめていた。政治，司法，宗教，戦争，狩
猟，調理，芸術などの言語はすべてフランス語であった。（英語の生成の問題に
っいては，第二章で詳しく取り上げる）
　もうひとつ重要なことは，文化の担い手である教会の上層部がフランス系の
司祭にとってかわられたことである。とくにランフランク（Lanfranc）のカン
タベリー大司教就任（1070）である。かれはイングランド教会のローマ教会へ
の帰属と組織の改革を進め，ウィリアムのイングランド統一の教会での面で大
いに貢献するのである。
　それともうひとつ忘れてならないのはノルマン人の築城の技術である。図
1，注1のところでも触れたように，ウィリアムは木造の「プレハブの城を船
に積んでもちこんで」いたのである。城郭や土塁のたぐいは当時のイングラン
ドにはなかったものである。ウィリアムがイングランドを征服しながら築いた
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城は“motte　and　bailey”（mound　and　courtyard）とよばれる木製の土台柱のま
わりを土でかためた土塁と外壁内の中庭をもつ城廓である。motteの上には塔
があり，baileyのなかには住居，ホール，作業場，礼拝堂などがあって，濠
と塁壁にかこまれていた。これらの城はアングロ・サクソン人にとっては威嚇
と労働のもととなるものであった。これは防御された支配者の住居であり，ま
た政治が行われるその中心でもあった。この“motte　and　bailey”は1100年には
イングランドで500をこえていたという。庶子ウィリアムCWilliam　the　bas－
tard’とr年代記』は書く）自身も1027年，フランス北西部のファーレーズ
（Falaise）の城で生まれている。ノルマンディー公領の中心，ルーアンには，
10世紀なかばにはすでに石の城が築かれていた。ノルマン人は征服する先々で
築城し，さらにそれは石の城となっていくのである。その手初めは，ロンドン
塔のホワイト　タワーであった。
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